
「スマホは、まだまだ“遊べる”メディア」

「前例通り」が通用しないのが、変化の激しい今の時代。特に消費者のお気に入りメディア
がスマホへシフトするなど、メディア接触が大きく変化する中で、マーケターは常にチャレ
ンジが求められる厳しい仕事になっています。そんな環境にポジティブに向きあい、挑戦
を続けている新時代のマーケターの方たちに、現在の課題、そして未来構想を伺います。

スマホブランディング

現在、世界での販売台数は50万台を
超え、国内でも順調に販売数を伸ばし
てきた「レクサス」。次のステージとして、
新しいターゲットとの接点づくりが課題
となっている。そんな「レクサス」のブ
ランディング活動にとって、スマホはど
のような活用の可能性があるのか。

レクサスのメインターゲットは、情報

感度の高い方々です。「国産車は絶対壊

れない」という価値観で車を選ぶ方で

はないので、従来からのコミュニケー

ションでは響きません。だからと言って

マス広告が不要なわけではないですが、

斬新なメディアミックスが重要で、従来

の広告活動に比べると、デジタル活用

比率も高いのが特徴です。

自動車の購入検討過程では、WEB

での情報収集が外せないものになって

いて、WEBは当社にとって「拡張版の

ショールーム」のような位置づけで考え

ています。現在、カタログ請求はスマホ

よりPC経由からの割合が高く、また閲

覧数もスマホはWEB全体の2割～3割

程度ですが、傾向として増加傾向にあ

るのは間違いありません。メディアミッ

クスの中でも、いつでもどこでも見るこ

とができるスマホは重要視しています。

ただ、レクサスは単なる移動手段とし

ての機能だけではない価値を提供する

ブランドなので、スマホの小さい画面の

中で、いかに世界観を表現し、エモー

ショナルに訴えるクリエイティブにする

か、これから研究していきたいと思って

います。

例えば、動画一つとっても、テレビ

CMの場合には映像のクオリティに非

常にこだわります。これがスマホになる

と、過度に映像の質にこだわる必要は

なく皆が見て楽しく、興味を持ってくれ

るようなコンテンツを作り、発信する方

が、効果があるのかもしれません。

レクサスの場合は、背後にあるコン

テキストも伝えたいブランドなので、ス

マホでもビジュアルで見せたい部分が

多いです。現在よりも通信環境が改善

され、より安定してコンテンツを楽し

めるような状況になれば、スマホは顧

客接点として非常に利便性が高いと思

うので、これまでにない挑戦ができる、

“遊べる”要素が多くあるのではないか

と思います。

私は宣伝部門のキャリアが長いので

すが、メディア環境は大きく変わったな

と思います。これまでは広く生活者に

リーチするために使えるメディアはマス

広告に限定されており、しかもその広告

の枠の量は決まっていたので、限られた

パイの中で、いかにマインドシェアを取

れるか、を考えればよかった。しかし

インターネットが登場したことで、この

パイが無限に拡大しています。無限に広

がっていくメディア環境の中で、いかに

レクサスとの接点を持っていただき、興

味を抱いていただけるか。これが私た

ちのデジタルメディア活用における本質

的な課題意識です。

課題解決の一つの方向が、コンテ

ンツ・マーケティングだと思っていま

す。“広告然”とした顔で、生活者に近

づいていくと、無数の情報の中で埋も

れて、スルーされてしまいかねません。

Antenna（アンテナ）もそうですが、

コンテンツとして自然に入ってくるネイ

ティブアドを通じ、ブランドとしてのお

客様へ接するコミュニケーションの姿勢

までも表現できればと思っています。

特に口コミの影響力が企業の発信よ

りも大きくなってきているような時代に

おいては、ユーザーに支持され、選ば

れた記事が集まるキュレーションメディ

アの中で、自然とレクサスの感性に触

れていただける機会はまさに理想的で

す。　

そうそう、うちのメンバーは全員、

Antennaのアプリを入れて使っていま

すよ。
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